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21世紀の医学と医療
　東京大学医学部長
矢　崎　義　雄
　近年，細胞工学，遺伝子工学を用いたバイオテクノロジーによる分子生物学的なアプローチが可
能となり，疾患の発症機構の解明やその診断と予防，治療法が分子レベル，遺伝子レベルから論じ
られるようになりました．特に注目されますのが，遺伝子診断と遺伝子治療といったフレームに含
まれる多くの課題が，10年ないし20年後には実現可能であると推測されていることです．これに
は，ヒトゲノム解析により遺伝子の詳細な情報が明らかになりつつあること，また，病態に的確に
反応する治療薬の開発が分子設計法の導入により容易となり，創薬の領域にも新しい展開が得られ
たことが大きいと思います．
　このようなバイオサイエンスの進歩により，医療は大きな転換期を迎えようとしています．加え
て，生活水準の向上・平等を目指す社会の基本的なコンセンサス，否応なく押し寄せる国際化の波，
そして医療情報の公開と患者の意志と人権を重視した医療の確立，他に例をみない長寿化社会と，
その結果による医療に対する経済的な負担の急激な増加など，様々な改革とそれに伴う制約や軋礫
が押し止めることのできない大きな流れとして迫っています．そこで，いかに進歩する医学を効率
よく医療に反映させるか，また患者主体の医療をこのような制約や新しい流れのなかでどう実践し
ていくかが今社会から医師に最も求められているところです．
　その対応はきわめて困難でありますが，情報通信技術の進歩を取り入れることにより，大学や病
院毎に管理されている医療情報を公開し，かつ先進的な医療の知識や技術を共有のものとすること
がまず必要でしょう．そして高度先進医療を行う特定機能病院や地域拠点病院と家庭と直結するか
かりつけ医の役割分担の確立による医療の効率化もすすめるべきでしょう．
　このような知識，技術，態度に幅広い能力を持ったこれからの医師をいかに育成するかも私共に
課せられた大きな課題になっています．これたは，医師育成の入口である医学部の入学試験のあり
方から，出口の卒後臨床研修のすすめ方，さらにはその間にある医学部教育の改革など，包括的に
取り組まなけれぼ的確な対応を失することにもなりかねません．単にカリキュラムの改革だけでな
く，医学本来の手造りの教育がさらに重要な役割を担うものと期待されます．21世紀の医学と医
療を考え行動することが今求められているのではないかと思います．
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